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大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構 中期目標 

 
 
 

（前文）研究機構の基本的な目標 

 

高エネルギー加速器研究機構（以下「KEK」という。）は、我が国の学術研究の中核的システ

ムである「大学共同利用」を行うため昭和４６年に設立された高エネルギー物理学研究所を起源

とする。KEK は、我が国の加速器科学の総合的発展の国際的な拠点として、国内外の研究者が

最先端の研究施設等を用いた共同利用・共同研究を実施し、人類の知的資産の拡大に貢献してき

た。 
加速器科学は、高エネルギー加速器を用いて行う、物質を構成する素粒子や原子核、それらに

働く力の性質などを明らかにし、宇宙誕生の謎に迫る研究、生命体を含む物質の構造・機能を解

明する研究のみならず、これらを行うための研究手法開発、加速器及び関連する基盤技術も含め

た実験的・理論的研究であり、これらの研究は、大学の研究・教育機能の強化にも貢献してきた。

更に研究成果は産業界においても活用されている。 
教育・研究に係る社会情勢は急変しており、KEK は、状況変化に対応し常に向上していく組

織であり続け、加速器科学の研究を進め、次のミッションを達成していく。 
 
１．国力の基礎となる知的資産の拡大と世界的地位の維持向上 

学術研究・基礎研究を行う機関として、人類の知的資産の拡大に貢献することは最重要課

題であり、主要三共同利用実験（J-PARC、B ファクトリー、放射光）を国内外の大学等との

協力の下で着実に進め、成果を発信する。こうした活動を通じて、世界的な加速器科学の拠

点の一つとして他の拠点との連携を図りつつ、その役割と能力を維持向上させていくととも

に、特にアジア・オセアニア地域との連携強化により同地域における加速器科学の中心的役

割を果たしていく。 
また、加速器科学は産業利用も含めすそ野の広い科学分野であり、国内外の研究者に加え、

産業界にも施設の利用・共同研究の場を提供し、加速器科学の最先端の研究を発展させると

ともに、研究開発の拠点としての機能を担う。 
なお、将来の研究領域及び研究の方向性については関連分野の研究者・研究コミュニティ

からの提案を基に、機構全体として具体的な実施計画を策定する。 
２．未来を担う研究人材の育成 

上述の研究活動や特別共同利用研究員制度等を通じて大学・大学院の研究・教育機能の強

化に貢献する。総合研究大学院大学の基盤機関としての教育に加え、国際的な教育環境や異

分野間交流の機会を提供することなどによって、同大学の機能強化に取り組む。 
３．社会への貢献 

加速器技術等を用いた産学連携の促進などイノベーション創出への取り組みを進める。ま

た、斬新な発想に基づく異分野間交流を柔軟に取り入れ、新分野創設の萌芽とする研究成果
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を積極的に社会に公開し、成果の活用を図る。 
今後の発展が期待できるアジア地域との研究交流を進めるなど科学技術外交に貢献する。 
若者や社会への情報発信や参加型プログラムの実施により、国民の理解の促進に努める。 

 
こうしたミッションを達成するためには、組織体制面での改革も重要であり、①KEK の特質

を踏まえた優れた人材確保と人材の流動性の促進を目指し、人事制度（任期制、年俸制等の人事

制度や人事評価制度）の見直しや人事交流の促進、②機構長直属の組織や研究を支援する基盤的

組織の見直し・再編を進め、効率的・効果的な業務の推進、③国際プロジェクトを多数進めてい

くうえでそれを運営できる人材の育成などを進め、組織・体制の強化を図る。 
また、国民と社会から託された資産を有効に活用し、社会から信頼される研究活動を行うこと

も大きな使命である。このため社会的責任・法令遵守・リスク管理、不正防止等も含めた内部統

制を進めるとともに、業務・研究成果に係る情報公開等に努め、国民の信頼を得ていく。 

 

 

◆ 中期目標の期間及び教育研究組織 

 

１ 中期目標の期間 
中期目標の期間は、平成２８年４月１日から平成３４年３月３１日までの６年間とする。 

 
２ 大学共同利用機関 
  本中期目標を達成するために、大学共同利用機関である素粒子原子核研究所、物質構造科学

研究所とともに、これら研究所と同等な機構長直属の重要組織として加速器研究施設及び共通

基盤研究施設を置く。 
 
 
 
Ⅰ 研究機構の教育研究等の質の向上に関する目標 
 
１ 研究に関する目標 
 
（１）研究水準及び研究の成果等に関する目標 

 高エネルギー加速器を用いた加速器科学の諸分野（素粒子・原子核、生命体を含む物質の

構造・機能、加速器の性能向上及び関連する基盤技術）の研究並びに関連する技術開発にお

いて国際的に最高水準の成果を追究するとともに、これらの融合を図ることで、新たな学術

及び応用分野の創成を目指す。 
  国内外の関連研究コミュニティ、大学、研究機関の意見も踏まえ、また、国の科学技術・学

術政策の方向性等を踏まえつつ、機構長のリーダーシップの下に、研究施設の更新や新たな研

究プロジェクトの実現に向けた開発研究等の取り組みを進める。 
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（２）研究実施体制等に関する目標 
共同利用機能の向上や最新の学術動向への対応等の観点から、関連研究コミュニティの議

論も踏まえつつ、KEK 及び各研究所等のプロジェクトの進展に対応した組織の在り方等につ

いて継続して検討を行い、見直しを行う。 
国際プロジェクトを実施、参加する場合には、関連研究コミュニティ間で合意されている

役割分担の仕組みを尊重し、対応することとするが、特に大型プロジェクトについては、こ

れらの仕組みの見直しについても検討する。 
加速器科学分野の国際的な拠点として、国内外の大学等との連携・協力の下、共同研究を

積極的に推進する。大学等における加速器科学分野及び関連する分野の研究を支援するとと

もに、民間企業との研究連携を強化する。 
 

２ 共同利用・共同研究に関する目標 
 
（１）共同利用・共同研究の内容・水準に関する目標 

高エネルギー加速器を用いた素粒子・原子核に関する研究及び生命体を含む物質の構造・

機能に関する研究について、国内外の大学をはじめとして、研究機関、民間企業を含む研究

者による共同利用を推進する。 
 

（２）共同利用・共同研究の実施体制等に関する目標 
大学共同利用機関として、高い水準の研究成果を上げるための共同利用体制を確保すると

ともに、研究成果の公表を進める。 

 

３ 教育に関する目標 

 

（１）大学院等への教育協力に関する目標 

学術分野において国際的に通用する高度な研究的資質を持ち、分野を越えた広い視野を備

えた研究者を育成するため、総合研究大学院大学（総研大）との一体的連係によって、KEK
の高度の人材・研究環境を活かして、大学院教育を実施する。 

大学との連携を強化し、大学における加速器科学関連分野の教育に協力する。 
 

（２）人材育成に関する目標 

加速器科学の国際的な拠点の一つとして、国内外の諸機関との交流や共同利用などを通じ

て国内外の若手研究者等を育成する。 

加速器科学分野において優れた研究成果を生み出せる大学院生を含む若手研究者の養成を

行う。 

 
４ 社会との連携及び社会貢献に関する目標 

研究を推進するための諸事業及び成果の公開を行い、広く社会にKEKの活動を知らせると
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ともに、社会的要請に積極的に応じる。 

   産業界や大学等との連携を推進し、併せて、優れた知的財産の創出、取得、管理、活用に

取り組む。 

 
５ その他の目標 

 

（１）グローバル化に関する目標 

国際的に開かれた機関として、国際的な共同研究等を活発に行うことを通じて、世界にお

ける加速器科学の諸分野における中核的センターとしての役割を果たす。特に、アジア・オ

セアニア地域におけるセンター的役割を担う。 

教育研究への成果が出るよう国際共同研究の実施体制、制度を常に見直すとともに、職員

の国際性向上に関する研修の充実等を通じて機構全体の国際化を推進する。 

 

（２）大学共同利用機関法人間の連携に関する目標 

４大学共同利用機関法人は、互いの適切な連携により、より高度な法人運営を推進する。 

 

 

 

Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する目標 
 
１ 組織運営の改善に関する目標 

機構長のリーダーシップの下で KEK の強みや特色を活かした一体的な機構運営を行うと

ともに、関連研究コミュニティや社会のニーズを的確に反映し、幅広い視野での自律的な運

営と改善を行う。 

世界最高水準の研究活動を推進し、KEK を維持・発展させていくため、更に教員の流動

性を向上させ、多様な人材を確保できるよう雇用形態や勤務形態など人事制度の見直しを継

続して行う。 

安全・環境・衛生等に関する様々なリスクを想定し、危機的状況を未然に防ぐとともに、

天災等に対して被害を最少にし、速やかに業務を継続できる体制を構築する。 

 

２ 教育研究組織の見直しに関する目標 
国際的な拠点として加速器科学の諸分野の発展を先導し、共同利用・共同研究機能の向上

を図るため、組織の必要性等について検討し、柔軟かつ機動的な組織改革を行う。 

 

３ 事務等の効率化・合理化に関する目標 
効率的な機構運営を行うため、事務処理の簡素化・合理化を図るとともに、事務組織の機

能・編成を見直すなど更なる事務の効率化を進める。 
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Ⅲ 財務内容の改善に関する目標 

 

１ 外部研究資金、寄附金その他の自己収入の増加に関する目標 
外部研究資金への積極的な応募、寄附金募集活動の強化、民間との共同研究の推進、自己

収入の増及び資金の運用等を通じて、KEK の経営基盤を強化する。 

 

２ 経費の抑制に関する目標 
限られた資源を有効活用するため、大型研究施設の効率的な運営に取り組むとともに、管

理的経費を抑制する。 

 

３ 資産の運用管理の改善に関する目標 

資産の管理・活用状況を的確に把握し、効率的な運用を図る。 

 

 

 

Ⅳ 自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標 

 

１ 評価の充実に関する目標 
研究、共同利用等の効率的な推進及び質の向上に資するため、自己評価を行うとともに、

大型プロジェクトや共同利用の実施体制を含め、外部委員による評価（外部評価）を実施す

る。評価結果は、公表するとともに KEK の運営に反映させる。 
 

２ 情報公開や情報発信等の推進に関する目標 
KEK が公的資金により運営されていることをあらためて認識し、社会への説明責任を果

たすことによって、国民の理解及び信頼の向上を図るため、研究活動・研究成果等の情報の

積極的な発信を行う。 
 

 

 

Ⅴ その他業務運営に関する重要目標 
 
１ 施設設備の整備・活用等に関する目標 

既存施設設備の有効利用、施設の計画的な維持管理の着実な実施、施設の計画的・重点的

な整備等施設マネジメントを一層推進する。 

 
２ 安全管理に関する目標 

KEK における事故及び災害等の発生を未然に防止し、業務を安全かつ円滑に遂行できる

よう安全管理体制及び情報セキュリティ管理体制を維持・強化し、KEK において安全文化を
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共有させ醸成させる。 

職員並びに共同利用者等に対する衛生管理体制を強化し、健全で快適な研究環境を維持整

備する。 

 
３ 法令遵守等に関する目標 

科学研究に携わる公的機関として、社会からの信頼と負託に応えるために、関係法令等の

遵守を徹底し、コンプライアンス意識を高めることにより、不正防止や倫理保持等の対策に

取り組む。 

法令遵守の徹底を図るため、実効性のある監査を実施し、監査結果を運営改善に反映させ

る。 


